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(54)【発明の名称】 液晶表示装置用バックライトユニット

(57)【要約】
【課題】  直管型ＣＣＦＴをケース内に収納するにあた
って、リード線の戻し配線を簡素化する。
【解決手段】  上面が開放されたケース１０内に直管型
のＣＣＦＴ２を取り付ける際、ＣＣＦＴ２の各電極端子
に接続される第１および第２リード線６１，６２のう
ち、一方のリード線６２をＣＣＦＴ２に沿わせて戻し配
線する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  上面が開放されたケース内に直管型の冷
陰極蛍光管（ＣＣＦＴ）を収納してなり、上記冷陰極蛍
光管より液晶表示パネルの背面側に向けて光を照射する
液晶表示装置用バックライトユニットにおいて、
上記冷陰極蛍光管の両端に設けられている各電極端子に
接続される第１および第２リード線のうち、一方の上記
電極端子に接続される上記第１リード線は上記冷陰極蛍
光管に沿って他方の上記電極端子側に向けて配線され、
その他方の電極端子側から上記第１および第２リード線
がともに上記ケース外に引き出されていることを特徴と
する液晶表示装置用バックライトユニット。
【請求項２】  上記第１リード線は上記冷陰極蛍光管の
真上に沿って配線されている請求項１に記載の液晶表示
装置用バックライトユニット。
【請求項３】  上記ケース内には、上記冷陰極蛍光管用
の主挿通部の上部に上記第１リード線用の副挿通部を一
連に形成してなる挿通孔を有するガイド板が立設されて
いる請求項１または２に記載の液晶表示装置用バックラ
イトユニット。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は液晶表示素子を背面
側から照らすバックライトユニットに関し、さらに詳し
く言えば、直管型の冷陰極蛍光管に接続されるリード線
の引き回し技術に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】透過型もしくは半透過型の液晶表示素子
には、暗いところでも明るい表示が得られるようにする
ため、その背面側にバックライトユニットと呼ばれる照
明装置が設けられている。
【０００３】その光源には、冷陰極蛍光管（ＣＣＦＴ）
やＥＬ（電界発光）パネル、それにＬＥＤなどがある
が、比較的大型の液晶表示素子の場合には、十分な発光
量が得られるＣＣＦＴ（ｃｏｌｄ  ｃａｔｈｏｄｅ  ｆ
ｌｕｏｒｅｓｃｅｎｔ  ｔｕｂｅ）が一般的に採用され
ている。
【０００４】ＣＣＦＴにもＵ字管型と直管型とがある。
Ｕ字管型の場合には両方の電極端子がともに同一側に存
在するため、その各電極端子に接続されているリード線
をケースからソケットにまで簡単に配線することができ
る。これに対して、直管型の場合には、片方の電極端子
に接続されているリード線をケースのどこかを経由させ
てソケットにまで導く必要がある。その従来例を図５と
図６により説明する。
【０００５】図５は第１従来例で、バックライトユニッ
トのケース１内を上（液晶表示パネル側）から見た平面
図である。この第１従来例では、回路基板３を用いて直
管型のＣＣＦＴ２のリード線を引き回すようにしてい
る。
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【０００６】すなわち、回路基板３には、ＣＣＦＴ２の
両端にある各電極端子２１，２２と半田付けされるリー
ドパターン３１，３２が形成されている。その各接続電
極３１ａ，３２ａは回路基板３の一端側に集められてお
り、これに図示しないソケットからの引出線を半田付け
するようにしている。
【０００７】図６は第２従来例で、この場合には図５と
異なり、バックライトユニットのケース１内が断面で示
されている。この第２従来例では、直管型のＣＣＦＴ２
は、その一方の電極端子２１にあらかじめリード線４１
が半田付けされた状態でケース１の側方からケース１内
に差し込まれる。
【０００８】そして、他方の電極端子２２は、ケース１
の底面に沿って配線されたリード線４２と半田付けされ
る。このリード線４２はリード線４１とともにケース１
から引き出され、図示しないソケットに接続される。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記第
１従来例では回路基板３という別部品を必要とするた
め、コスト的に好ましくないばかりか、半田付け個所が
多いため生産性もよくなく、さらには半田に含まれてい
る鉛による環境公害という面で課題があった。
【００１０】この点、第２従来例によれば回路基板３は
必要としないものの、ケース１の底面にリード線３２を
沿わせるには、ケース１を逆さまにしなければならない
などの手数が増え、その分、作業が煩雑になることは否
めない。また、ＣＣＦＴ２をケース１に取り付け後に、
ＣＣＦＴ２の交換を行なう場合にも同様に煩雑な作業が
要求されることになる。いずれにしても、組立作業性の
改善が望まれていた。
【００１１】
【課題を解決するための手段】本発明の特徴によれば、
きわめて簡単な作業にて直管型ＣＣＦＴのリード配線を
簡潔に済ませることができる。
【００１２】すなわち、本発明は、上面が開放されたケ
ース内に直管型の冷陰極蛍光管（ＣＣＦＴ）を収納して
なり、上記冷陰極蛍光管より液晶表示パネルの背面側に
向けて光を照射する液晶表示装置用バックライトユニッ
トにおいて、上記冷陰極蛍光管の両端に設けられている
各電極端子に接続される第１および第２リード線のう
ち、一方の上記電極端子に接続される上記第１リード線
は上記冷陰極蛍光管に沿って他方の上記電極端子側に向
けて配線され、その他方の電極端子側から上記第１およ
び第２リード線がともに上記ケース外に引き出されてい
ることを特徴としている。
【００１３】このように、一方のリード線を冷陰極蛍光
管に沿わせることにより、上記第１従来例のように回路
基板を用いる必要がなく、また、上記第２従来例のよう
にリード線をケースの底面側に配線する必要もなくな
る。
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【００１４】本発明において、一方のリード線は冷陰極
蛍光管の真上に沿って配線されていることが好ましく、
これによれば、冷陰極蛍光管の輝度分布の平坦化を行な
いやすくなる。
【００１５】本発明によれば、冷陰極蛍光管をケース内
に差し込むだけで取り付け作業を済ませることができる
が、ケース内に、冷陰極蛍光管用の主挿通部の上部に第
１リード線用の副挿通部を一連に形成してなる挿通孔を
有するガイド板を立設することにより、冷陰極蛍光管と
第１リード線とを確実に保持することができる。
【００１６】
【発明の実施の形態】次に、図面を参照しながら、本発
明の実施形態について説明する。
【００１７】図１に示されているように、このバックラ
イトユニットは、図示しない液晶表示パネルの背面に載
置され、そのパネル背面側の上面が開放されたケース１
０を備えている。ケース１０の側壁の一つには、直管型
のＣＣＦＴ２をケース１０内に差し込むための透孔１１
が穿設されている。
【００１８】この例において、ＣＣＦＴ２の一端側には
ゴム製のエルボキャップ５０が取り付けられている。こ
のエルボキャップ５０は透孔１１内に強制嵌合され、Ｃ
ＣＦＴ２をケース１０内に保持するホルダとしても作用
する。
【００１９】ＣＣＦＴ２には２本のリード線６１，６２
が接続されるが、図２示されているように、ＣＣＦＴ２
の一方の電極端子２１はエルボキャップ５０内で、２本
のリード線６１，６２の内の一方のリード線６１と接続
されている。
【００２０】残された他方のリード線６２がＣＣＦＴ２
の他方の電極端子２２と接続されるのであるが、この場
合、他方のリード線６２はＣＣＦＴ２の真上に沿って配
線され、エルボキャップ５０内を通って一方のリード線
６１とともに図示しないソケットに接続される。
【００２１】したがって、この構成によれば、リード線
６２を一方の電極端子２１側に戻すための配線が簡素化
され、ＣＣＦＴ２を透孔１１より差し込むだけで取り付
け作業を完了することができる。なお、リード線６２を
ＣＣＦＴ２の側方もしくは下方に沿わせても同様な効果
が得られる。
【００２２】この例によると、ケース１０内には、ＣＣ
ＦＴ２およびリード線６２を適正な位置関係に保持する
ガイド板１２が透孔１１の延長線上に立設されている。
図３の断面図を併せて参照すると、ガイド板１２には、
ＣＣＦＴ２用の主挿通部１２１の上部にリード線６２用*
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*の副挿通部１２２を一連に形成してなる挿通孔が形成さ
れている。
【００２３】これによれば、ＣＣＦＴ２とリード線６２
を一緒にしてガイド板１２に挿通することができ、振動
や衝撃を受けたとしても、ＣＣＦＴ２とリード線６２の
位置関係にずれが生ずることはない。
【００２４】なお、図３に示されているように、ケース
１０の上面にはＣＣＦＴ２の輝度分布の均一化を図るた
めの光拡散板１３が設けられているが、この例のよう
に、リード線６２をＣＣＦＴ２の真上に沿わせることに
より、図４に示されているように、中央部分が凹んだ輝
度分布が得られるため、液晶表示パネルに対してより均
一な光を与えることができるようになる。
【００２５】
【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、
直管型ＣＣＦＴをケース内に収納するにあたって、リー
ド線の戻し配線が簡素化され、きわめて簡単な作業にて
直管型ＣＣＦＴをケース内に取り付けることが可能とな
るとともに、ＣＣＦＴの不具合によって交換作業を行な
う場合においても簡単に交換することができ、作業性が
向上する。また、リード線をＣＣＦＴの真上に沿わせる
ことにより、液晶表示パネルに対してより均一な光を与
えることができるようになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明によるバックライトユニットの一実施例
を示した分解斜視図。
【図２】上記実施例で用いられている直管型ＣＣＦＴを
示した平面図。
【図３】上記実施例で、ＣＣＦＴを収納した状態のケー
ス内を示した断面図。
【図４】上記実施例で得られるＣＣＦＴの輝度分布を示
したグラフ。
【図５】第１従来例を示した平面図。
【図６】第２従来例を示した断面図。
【符号の説明】
２  直管型ＣＣＦＴ
２１，２２  電極端子
１０  ケース
１１  透孔
１２  ガイド板
１２１  主挿通部
１２２  副挿通部
５０  エルボキャップ
６１，６２  リード線
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